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普 あ
ま

ねく
一

切
に

･
･
･

 
 

い
よ

い
よ

年
の

瀬
が

迫
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

檀
信

徒
各

家
の

皆
さ

ま
方

に
お

か
れ

ま
し

て
も

、

新
年

に
気

持
ち

良
く

歳
神

様
、

仏
さ

ま
を

お
迎

え
す

る
た

め
の

ご
準

備
に

お
忙

し
く

お
過

ご
し

の
こ

と
と

存
じ

ま
す

。
 

さ
て

、
法

事
や

日
々

の
お

勤
め

、
お

遍
路

等

で
の

読
経

の
際

、
最

後
に

お
唱

え
す

る
「「 「「
回
向
文

回
向
文

回
向
文

回
向
文
」」 」」

は
短

い
経

で
は

あ
り

ま
す

が
、

仏
さ

ま
の

深
い

願
い

が
込

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

「「 「「
願願 願願
わ
く
は

わ
く
は

わ
く
は

わ
く
は
    
こ
の

こ
の

こ
の

こ
の
功
徳

功
徳

功
徳

功
徳
をを をを
以以 以以
っ
て

っ
て

っ
て

っ
て
    

普普 普普
くく くく
一
切

一
切

一
切

一
切
にに にに
及及 及及
ぼ
し

ぼ
し

ぼ
し

ぼ
し
    
    

我
等

我
等

我
等

我
等
とと とと
衆
生

衆
生

衆
生

衆
生
とと とと
皆
共

皆
共

皆
共

皆
共
にに にに
仏
道

仏
道

仏
道

仏
道
をを をを
成成 成成
ぜ
ん

ぜ
ん

ぜ
ん

ぜ
ん
」」 」」
    

と
あ

る
の

は
「

今
、

御
仏

前
に

て
お

唱
え

し
た

お
経

の
善

行
功

徳
を

仏
に

向
か

う
私

を
含

め
、

皆
に

行
き

渡
ら

せ
、

一
緒

に
悟

り
を

得
る

こ
と

を
願

い
ま

す
」

と
意

味
を

理
解

で
き

ま
す

。
 

      し
か

し
、
実

際
に

は
「「 「「
皆皆 皆皆
」」 」」
と

い
っ

て
も

精
々

身
近

な
家

族
、

親
族

、
知

人
等

を
思

い
浮

か
べ

る
く

ら
い

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

仏
さ

ま
の

願
い

は
こ

の
よ

う
に

限
ら

れ
た

者
だ

け
が

対
象

と
な

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

大
切

な
意

味
は

「「 「「
普普 普普
くく くく
一
切

一
切

一
切

一
切
」」 」」

と
い

う
と

こ

ろ
に

あ
り

ま
す

。
こ

れ
は
「「 「「
過
去

過
去

過
去

過
去
、、 、、
現
在

現
在

現
在

現
在
、、 、、
未
来

未
来

未
来

未
来

のの のの
自
分

自
分

自
分

自
分
をを をを
含含 含含
め
た

め
た

め
た

め
た
存
在

存
在

存
在

存
在
す
べ
て

す
べ
て

す
べ
て

す
べ
て
」」 」」

を
指

し
ま

す
。
    

つ
ま

り
、

自
分

と
は

遠
く

離
れ

た
無

縁
の

存

在
で

あ
れ

、
動

植
物

や
こ

の
地

球
、

さ
ら

に
は

宇
宙

全
体

と
い

う
、

時
空

を
超

え
た

果
て

し
な

い
所

に
ま

で
仏

さ
ま

の
意

識
は

及
ぶ

こ
と

を
表

し
て

い
る

の
で

す
。

 

そ
し

て
、

回
向

文
は

仏
さ

ま
の

願
い

と
共

に

「「 「「
こ

の
こ

の
こ

の
こ

の
功

徳
功

徳
功

徳
功

徳
をを をを

普普 普普
くく くく

一
切

一
切

一
切

一
切

にに にに
廻廻 廻廻

ら
せ

る
こ

と
を

ら
せ

る
こ

と
を

ら
せ

る
こ

と
を

ら
せ

る
こ

と
を

願願 願願
え
ば

え
ば

え
ば

え
ば
、、 、、
自
分

自
分

自
分

自
分
をを をを
含含 含含
め
た
す
べ
て
の
も
の
が

め
た
す
べ
て
の
も
の
が

め
た
す
べ
て
の
も
の
が

め
た
す
べ
て
の
も
の
が
仏仏 仏仏
のの のの

心心 心心
とと とと
一
体

一
体

一
体

一
体
と
な
れ
る
の
で
す
よ

と
な
れ
る
の
で
す
よ

と
な
れ
る
の
で
す
よ

と
な
れ
る
の
で
す
よ
」」 」」
 

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

仏仏 仏仏
のの のの

悟悟 悟悟
り

を
り

を
り

を
り

を
得得 得得

ら
れ

る
か

ら
れ

る
か

ら
れ

る
か

ら
れ

る
か

と
い

う
教

え
を

明
確

に
示

し
て

い
る

の
で

す
。

 

年
末

年
始

、
ご

先
祖

さ
ま

の
お

墓
、

お
仏

壇

や
お

寺
に

お
参

り
の

際
、

自
分

た
ち

の
お

願
い

事
ば

か
り

で
は

な
く

、
旧

年
中

の
感

謝
、

新
年

の
幸

せ
を

願
う

心
を

広
く

廻
ら

せ
て

頂
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

 

『
巳

』
は

時
刻

で
い

う
と

こ
ろ

の
午

前
十

時
頃

、

活
動

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

満
ち

た
時

を
意

味
す

る
こ

と
か

ら
、『

巳
』
年

は
新

た
な

ス
タ

ー
ト

の
年

と

も
い

わ
れ

ま
す

。
良

い
お

年
を

お
迎

え
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

祈
り

申
し

上
げ

ま
す

。
合

掌
 

初
観

音
厄

除
初

観
音

厄
除

初
観

音
厄

除
初

観
音

厄
除

けけ けけ
祈

願
祈

願
祈

願
祈

願
・・ ・・

撥
遣

供
養

撥
遣

供
養

撥
遣

供
養

撥
遣

供
養

 

平
成
二
十

平
成
二
十

平
成
二
十

平
成
二
十
五五 五五
年
一
月
十

年
一
月
十

年
一
月
十

年
一
月
十
八八 八八
日日 日日
(( (( 金金 金金

)) )) 午
前
八
時

午
前
八
時

午
前
八
時

午
前
八
時
～～ ～～
    

本
堂

で
祈

願
の

後
、

申
し

込
ま

れ
た

お
方

に
厄

除
祈

祷
札

を
授

与
致

し
ま

す
。

 

（（ （（
申
込
締
切

申
込
締
切

申
込
締
切

申
込
締
切
…… ……
    

一
月
十
日

一
月
十
日

一
月
十
日

一
月
十
日
）） ））
    

ま
た

、
本

堂
前

に

て
古

札
を

供
養

し
お

焚
き

上
げ

致
し

ま
す

。 

◎
厄

除
厄

除
厄

除
厄

除
け

ご
け

ご
け

ご
け

ご
希

望
希

望
希

望
希

望
のの のの

方方 方方
は

申
込

用
紙

に
ご

記
入

の
上

、
お

寺
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

 

◎
当

日
ご

都
合

の
悪

い
方

は
、

厄
除

け
ご

希
望

の
日

時
を

お
早

め
に

ご
予

約
く

だ
さ

い
。

 

◎
ご

家
庭

に
古

い
御

札
、

御
守

、
お

飾
り

な
ど

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

当
日

ま
で

に
お

寺
の

本

堂
前

の
御

祓
箱

に
お

納
め

く
だ

さ
い

。
 

◎
燃

え
な

い
も

の
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。

 

節
分

星
祭

節
分

星
祭

節
分

星
祭

節
分

星
祭

りり りり
祈

祷
祈

祷
祈

祷
祈

祷
    

平
成

二
十

五
平

成
二

十
五

平
成

二
十

五
平

成
二

十
五

年
二

月
三

日
年

二
月

三
日

年
二

月
三

日
年

二
月

三
日

（（ （（
日日 日日

）） ））
午

前
十

時
午

前
十

時
午

前
十

時
午

前
十

時
    

本
堂

に
北

斗
曼

荼
羅

を
懸

け
、

供
物

壇
を

設

け
て

申
込

者
の

御
札

を
一

体
、

一
体

、
各

願
望

を
祈

念
し

、
修

法
致

し
ま

す
。

御
札

の
準

備
も

あ
り

ま
す

の
で

、
一
月
十
八
日

一
月
十
八
日

一
月
十
八
日

一
月
十
八
日
（
初

観
音

）
ま

で

に
祈

願
料

を
添

え
、

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

 

東
日

本
大

震
災

物
故

者
追

悼
法

東
日

本
大

震
災

物
故

者
追

悼
法

東
日

本
大

震
災

物
故

者
追

悼
法

東
日

本
大

震
災

物
故

者
追

悼
法

要要 要要
    

平
成

二
十

五
年

平
成

二
十

五
年

平
成

二
十

五
年

平
成

二
十

五
年

二
月

二
十

五
二

月
二

十
五

二
月

二
十

五
二

月
二

十
五

日日 日日
(( (( 月月 月月

)) )) 午
後

一
時

午
後

一
時

午
後

一
時

午
後

一
時

    

 
寒

さ
が

ま
だ

厳
し

い
折

、
あ

の
震

災
が

起
こ

り
、

一
万

五
千

人
以

上
の

尊
い

命
が

失
わ

れ
、

二
千

人
以

上
の

方
が

今
尚

、
行

方
不

明
と

な
っ

て
い

ま
す

。
残

さ
れ

た
ご

遺
族

の
中

に
は

大
切

な
人

の
最

後
の

顔
す

ら
見

送
る

こ
と

も
出

来
ず

、

苦
し

い
思

い
を

心
に

残
し

た
ま

ま
お

過
ご

し
の

方
が

沢
山

お
ら

れ
ま

す
。

 

来
る

、
三

月
十

一
日

に
は

、
は

や
三

回
忌

を

迎
え

ま
す

。
当

山
で

は
命

日
を

前
に

副
住

職
修

行
の

同
期

生
を

招
き

、
大

悲
殿

に
於

い
て

中
曲

理
中

曲
理

中
曲

理
中

曲
理

趣
三

昧
趣

三
昧

趣
三

昧
趣

三
昧

法
会

法
会

法
会

法
会

をを をを
勤

修
致

勤
修

致
勤

修
致

勤
修

致
しし しし

、、 、、
大

震
災

物
故

者
大

震
災

物
故

者
大

震
災

物
故

者
大

震
災

物
故

者
のの のの

慰慰 慰慰

霊霊 霊霊
とと とと

被
災

地
被

災
地

被
災

地
被

災
地

のの のの
方

々
方

々
方

々
方

々
のの のの

心心 心心
のの のの

安
穏

安
穏

安
穏

安
穏

を
皆

さ
ま

と

共
に

お
祈

り
し

た
い

と
存

じ
ま

す
。

 

日
を

追
う

毎
に

薄
ら

ぐ
当

時
の

記
憶

を
今

一

度
思

い
起

こ
し

、
ご

参
拝

、
焼

香
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

 

彼
岸

会
彼

岸
会

彼
岸

会
彼

岸
会

    
水

子
供

養
水

子
供

養
水

子
供

養
水

子
供

養
並並 並並

び
に

び
に

び
に

び
に

永
代

供
養

永
代

供
養

永
代

供
養

永
代

供
養
    

平
成

平
成

平
成

平
成
二
十
五

二
十
五

二
十
五

二
十
五
年
三
月
二
十
日

年
三
月
二
十
日

年
三
月
二
十
日

年
三
月
二
十
日
(( (( 水水 水水

)) )) 午
前
九
時

午
前
九
時

午
前
九
時

午
前
九
時
    

春
の

お
彼
岸

の
中

日
に

本
堂

に
て

各
家
水
子

精
霊

の
追

善
供

養
を

勤
修

し
、

お
勤

め
の

後
、

供
物

を
境
内

の
水
子

地
蔵
尊

に
お

供
え

し
、

ご

供
養

致
し

ま
す

。
当

日
ご

参
拝

の
方

は
駄
菓
子

、

ジ
ュ

ー
ス

等
お

持
ち

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
昨

年
完
成

致
し

ま
し

た
墓

地
の
永
代

供
養
塔

御
前

に
て

ご
法
楽

を
あ

げ
、
有

縁
無

縁

の
御

精
霊

を
ご

供
養

致
し

ま
す

。
 

涅
槃

図
涅

槃
図

涅
槃

図
涅

槃
図

掛
軸

公
開

掛
軸

公
開

掛
軸

公
開

掛
軸

公
開

    
二

月
中

二
月

中
二

月
中

二
月

中
    

 
お
釈
迦

さ
ま
涅
槃

の
日

で
あ

る
二
月

十
五

日

に
は

当
山

に
あ

る
江
戸
期

の
軸

と
新
調

し
た

大

涅
槃
図

を
懸

け
お
祀

り
し

、
お

勤
め

致
し

ま
す

。
 

清
 

蓮
 

山
 

森
 

泉
 

寺
 

 
℡

（０
８

６
）‐６

９
８

‐１
９

７
２

 
 

 

 
〒

７
１

０
‐１

３
１

２
 

 
 

倉
敷

市
真

備
町

辻
田

一
一

六
二

 

 
 

真 言 宗 御 室 派 

法�光�
新

聞
「法

光
」は

檀
信

徒
の

皆
様

に
当

山

の
活

動
を

お
知

ら
せ

す
る

と
共

に
弘

法

大
師

の
御

教
え

を
分

か
り

や
す

い
言

葉

で
お

伝
え

す
る

目
的

で
発

行
し

ま
す

。
 

 

◎
大

晦
日

『
除

夜
の
鐘

』
…
ご

家
族

皆
さ
ん

で
お

参
り
く
だ
さ
い
。
福

引
が
あ

り
ま

す
。
（
先

着
順

）甘
酒

の
お

接
待

も
あ

り
ま

す
。
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花
祭

花
祭

花
祭

花
祭

りり りり
(( ((
仏

生
会

仏
生

会
仏

生
会

仏
生

会
)) ))
四

月
八

日
四

月
八

日
四

月
八

日
四

月
八

日
    

当
山

で
は

お

釈
迦

様
の
誕
生

日
に

本
堂

前
に

花
御

堂
を
出

し

て
時
花

で
飾

り
、

誕
生

仏
を

お
祀

り
し

ま
す

。
ま

た

当
日

お
参

り
の

方
に

は
甘
茶

の

お
接
待

を
致

し
ま

す
。
灌

仏
会
(
か

ん
ぶ

つ
え
)

と
も

い
い

お
釈
迦

さ
ま

が
誕
生

の
際

に
甘
露

の

法
雨

が
降

っ
た

と
の
故

事
に

よ
り

、
甘
茶

を
掛

け
て
祝
福

し
ま

す
。
境
内

の
花

々
が

一
番
色
鮮

や
か

な
時
期

で
も

あ
り

ま
す

の
で

、
お
誘

い
合

わ
せ

の
上

お
参

り
く

だ
さ

い
。

 

 

主主 主主
    

なな なな
    

行行 行行
    

事事 事事
    

予予 予予
    

定定 定定
    

平
成
二
十
四

平
成
二
十
四

平
成
二
十
四

平
成
二
十
四
年年 年年
    

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日

十
二
月
三
十
一
日
(( (( 月月 月月

)) )) 除
夜

除
夜

除
夜

除
夜
のの のの
鐘鐘 鐘鐘 【【 【【

福
引

福
引

福
引

福
引
き
・

き
・

き
・

き
・
接
待

接
待

接
待

接
待
】】 】】  

（
午
後
十
一
時
五
十
分
～
午
前
一
時
半
）
 

平
成
二
十
五

平
成
二
十
五

平
成
二
十
五

平
成
二
十
五
年年 年年
    

一
月
十
八

一
月
十
八

一
月
十
八

一
月
十
八
日日 日日
(( (( 金金 金金

)) ))     初
観
音

初
観
音

初
観
音

初
観
音
厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

（
午
前
八
時
～
）     

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

（
午
前
九
時
～
）
 
    

総
代
会

総
代
会

総
代
会

総
代
会

(午
前
十
一
時
半
～
) 

二
月
三
日

二
月
三
日

二
月
三
日

二
月
三
日
(( (( 日日 日日

)) ))     
    節

分
星
祭

節
分
星
祭

節
分
星
祭

節
分
星
祭
りり りり
祈
祷

祈
祷

祈
祷

祈
祷
    

(午
前
十
時
)    

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
五
日
(( (( 月月 月月

)) ))         東
日
本
大
震
災
物
故
者

東
日
本
大
震
災
物
故
者

東
日
本
大
震
災
物
故
者

東
日
本
大
震
災
物
故
者
    

三
回
忌
法
要

三
回
忌
法
要

三
回
忌
法
要

三
回
忌
法
要

(午
後
一
時
～
)    

三
月
二
十

三
月
二
十

三
月
二
十

三
月
二
十
日日 日日
(( (( 木木 木木

)) ))     彼
岸
会

彼
岸
会

彼
岸
会

彼
岸
会
水
子
供
養

水
子
供
養

水
子
供
養

水
子
供
養

（
午
前
九
時
～
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 永

代
供
養

永
代
供
養

永
代
供
養

永
代
供
養

（
午
前
十
時
～
）
 

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日
(( (( 月月 月月

)) ))     
    花

祭
花
祭

花
祭

花
祭
りり りり

【
甘
茶

接
待
 終

日
】

 

四
月

四
月

四
月

四
月
十十 十十
日日 日日
(( (( 水水 水水

)) )) ～～ ～～
十
二

十
二

十
二

十
二
日日 日日
(( (( 金金 金金

)) )) 西
国

西
国

西
国

西
国
巡
拝

巡
拝

巡
拝

巡
拝
    

※
都
合
に
よ
り
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
 

子子 子子
ど

も
ど

も
ど

も
ど

も
練

成
会

練
成

会
練

成
会

練
成

会
    

七
月

二
十

七
七

月
二

十
七

七
月

二
十

七
七

月
二

十
七

日日 日日
（（ （（

金金 金金
）） ））
    

今
回

は
日

帰
り

で
の

開
催

と
い

う
こ

と
も

あ
っ

て

か
、
募

集
定

員
を

超
え

る
参

加
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。
 

お
勤

め
、

掃
除

、
瞑

想
、

念
珠

作
り

、
茶

道
体

験

な
ど

行
い

ま
し

た
。

短
い

時
間

で
は

あ
り

ま
し

た
が

、

家
と

は
違

っ
た

お
寺

の

雰
囲

気
を

子
ど

も
た

ち

に
も

感
じ

て
も

ら
え

た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
食
事
や
指

導
を

お
手

伝
い

く
だ

さ
い

ま
し

た
方

々
に

篤
く

御
礼

申
し

上
げ
ま
す
。
 

施
餓

鬼
法

会
勤

修
施

餓
鬼

法
会

勤
修

施
餓

鬼
法

会
勤

修
施

餓
鬼

法
会

勤
修

    
八

月
十

七
日

八
月

十
七

日
八

月
十

七
日

八
月

十
七

日
（（ （（

金金 金金
）） ））
    

檀
信

徒
各

家
ご

先
祖

さ

ま
を

は
じ

め
、

東
日

本
大

震
災

物
故

者
諸

精
霊

、
阪

神
淡

路
大

震
災

物
故

者
、

戦
没

諸
英

霊
、

有
縁

無
縁

三
界

万
霊

の
ご

供
養

を
致

し
ま
し
た
。
 

法
要
後
、
大
阪
の
森
本

艸
吽

僧
正

の
「「 「「

葬
儀

葬
儀

葬
儀

葬
儀

の
は

の
は

の
は

の
は

な
し

な
し

な
し

な
し
」」 」」
と
題
し
た
講
演
は
、

都
会

に
お

け
る

葬
儀

の
実

態
や

、
イ

ン
ド

、
チ

ベ
ッ

ト
仏

教
に

お
け

る
死

の
と

ら
え

方
な

ど
興

味
深

い
お

話
で

、
皆

さ
ん

真
剣

に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

第第 第第
７７ ７７

回回 回回
    
観

月
会

観
月

会
観

月
会

観
月

会
    

十
月

二
十

七
日

十
月

二
十

七
日

十
月

二
十

七
日

十
月

二
十

七
日

（（ （（
土土 土土

）） ））
    

十
三

夜
の

月
見

と
は

日
本

独
自

の
風

習
で

、

一
説

に
は

京
都

の
仁

和

寺
を

開
か

れ
た

宇
多

天

皇
が

こ
の

月
を

見
て

「
無
双
な
り
」（

こ
の
世
に
二
つ
と
無
い
ほ
ど
美
し
い
）

と
賞
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
残
念

な
が

ら
こ

の
日

は
お

月
さ

ま
が

恥
ず

か
し

が
っ

て
雲

に
隠
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
八
十
名
程
の
方
々
が
お

越
し
く
だ
さ
り
、
大
正
琴

大
正
琴

大
正
琴

大
正
琴
のの のの
演
奏

演
奏

演
奏

演
奏
や
大
西

大
西

大
西

大
西
て
つ
じ

て
つ
じ

て
つ
じ

て
つ
じ
氏氏 氏氏
のの のの

ギ
タ
ー

ギ
タ
ー

ギ
タ
ー

ギ
タ
ー
演
奏

演
奏

演
奏

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
展
示
会
場
に
は
様
々
な
力
作
が
ず
ら
り
と
並

び
、
そ
の
後
の
展
示
期
間
中
も
多
く
の
方
が
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

今
年
も
作
品
の
出
品
、
お
接
待
の
品
の
準
備
や
当
日

の
お

手
伝

い
に

ご
協

力
く

だ
さ

っ
た

方
々

に
心

か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

秋秋 秋秋
のの のの
西
国
三
十
三
観
音
霊
場

西
国
三
十
三
観
音
霊
場

西
国
三
十
三
観
音
霊
場

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
並並 並並
び
に

び
に

び
に

び
に
    

十
八
本
山
参
拝

十
八
本
山
参
拝

十
八
本
山
参
拝

十
八
本
山
参
拝
    

平
成
二
十
四
年
十
一
月

平
成
二
十
四
年
十
一
月

平
成
二
十
四
年
十
一
月

平
成
二
十
四
年
十
一
月
七
日

七
日

七
日

七
日
（（ （（
水水 水水
）
～

）
～

）
～

）
～
九九 九九
日日 日日
（（ （（
金金 金金
）） ））
 
 

 
今
回
は
京
都
市
内

か
ら
亀
岡
、
兵
庫
方

面
を

参
拝

し
ま

し
た

。

紅
葉
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
よ
う
で
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
観
音
さ
ま
を
ゆ

っ
く
り
参
拝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
本
山
の
仁
和
寺
で
は
国
宝
の
金
堂
内
で
お
勤
め
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
職
員
の
方
が
丁
寧
に
境
内
を
案
内

し
て
く
だ
さ
り
、
初
め
て
の
参
拝
だ
っ
た
方
々
は
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 
来
春
は
四
月
十
日

四
月
十
日

四
月
十
日

四
月
十
日
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
十
二
日

十
二
日

十
二
日

十
二
日
の
二
泊
三
日
で
お

参
り
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

※
参
拝
者
の
方
々
の
体
験
や
感
想
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

 
今

後
の
参

拝
企
画
の

参
考

と
さ

せ
て
い
た

だ
き

ま
す

の
で

、
 

 
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

感
謝

 
日

頃
よ

り
奉

仕
で

境
内

お
よ

び
周

辺
、

焼
却

場
の

掃
除

や
お

地
蔵

さ
ま

へ
の

生
花

を
お

供
え

く
だ

さ
る

お
方

々
、

有
難

う
ご

ざ
い

ま
す

。
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宮
島

大
聖

院
秋

季
大

祭
火

渡
宮

島
大

聖
院

秋
季

大
祭

火
渡

宮
島

大
聖

院
秋

季
大

祭
火

渡
宮

島
大

聖
院

秋
季

大
祭

火
渡

りり りり
神

事
神

事
神

事
神

事
とと とと
    

西
光

禅
寺

日
帰

西
光

禅
寺

日
帰

西
光

禅
寺

日
帰

西
光

禅
寺

日
帰

りり りり
参

拝
参

拝
参

拝
参

拝
    

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
（（ （（
木木 木木
）） ））
    

 
以
前
、
好
評
だ
っ
た

火
渡

り
神

事
参

拝
に

是
非

ま
た

参
加

し
た

い
と

の
お
声

を
い

た

だ
き
、
企
画
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
三
十
六

名
も

の
方

か
ら

お
申

込
み
が
あ
り
、
久
し
ぶ

り
に

大
型
バ
ス

で
の

参
拝

と
な

り
ま

し
た

。
 

 
午
前
中
は
小
雨
の
降
る
中
、
西
光
禅
寺
へ
お
参
り
し
、

ご
住
職
様
の
法
話
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。
 

昼
か

ら
は
秋

の
紅

葉
真

っ
只

中
の
宮
島
へ
フ
ェ
リ

ー
で
渡
り
、
大
聖
院
へ
参
拝
。
火
渡
り
神
事
へ
参
加
致

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
は
特
に
護
摩
の
火
が
く
す
ぶ

る
上
を
歩
く
の
は
勇
気
が
要
っ
た
よ
う
で
す
。
 

 
そ
れ

で
も
後

日
、

参
加

者
の

方
か

ら

「
ず

っ
と
痛
か

っ

た
膝

の
痛
み
が

無

く
な
っ
た
」
と
か
、

「
お

参
り
前
日

ま

で
体

の
調

子
が

す

ぐ
れ

な
か

っ
た

の

に
、

当
日

は
不

思

議
と
元
気

に
お

参

り
で

き
て

お
か

げ

を
頂
い
た
」
と
い
う
お
話
し
を
お
聞
き
し
、
お
よ
そ
千

二
百

年
前

に
お

大
師

さ
ま

が
宮
島
弥

山
に
勧
請

さ
れ

た
三
鬼

大
権
現

さ
ま

の
有

り
難

い
霊

験
を
改

め
て

感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
企
画
、
参
拝
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

ひ
と

く
ち

法
話

（
愛

嬌
）

 

 
愛
嬌
と
は
仏
教
用
語
で
、「

あ
い
ぎ
ょ
う
」
と
読
み
、

本
来
は
「
仏
さ
ま
の
よ
う
に
誰
か
ら
も
好
か
れ
、
尊
敬

さ
れ
る
よ
う
な
顔
立
ち
」
の
こ
と
を
い
い
、
愛
敬
と
も

書
き
ま
す
が
、
「
か
わ
い
ら
し
い
」
と
い
う
意
味
で
使

っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

 
私
事
で
す
が
先
日
、
二
児
の
父
と
な
り
、
子
育
て
に

奮
闘
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
必
然
的
に
教
育
テ

レ
ビ
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
目
に
す
る
機

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
 

 
そ
の
中
で
も
ひ
と
際
、
子
ど
も
を
虜
に
し
て
い
る
の

が
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
で
す
。
子
ど
も
を
授
か
る
以
前

か
ら
同
世
代
の
友
人
に
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
最
強
や

で
！
」
と
耳
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
テ
レ
ビ

や
お
も
ち
ゃ
等
で
そ
の
顔
を
見
る
や
否
や
声
を
上
げ

て
嬉
し
そ
う
に
笑
い
出
し
ま
す
。
単
純
な
顔
な
が
ら
も

そ
の
優
し
い
笑
顔
に
惹
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 
そ
し

て
同

じ
よ

う
に

喜
ぶ

の
は

父
親

の
で

は
な

く
、

母
親
の
笑
顔
で
す
。
小
さ
な
子
ど
も
は
辛
い
、
悔
し
い
、

嬉
し
い
と
感
情
が
高
ぶ
る
と
き
一
番
に
母
親
を
求
め

て
い
き
ま
す
。
母
親
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
安
心
す
る

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
母
親
の
表
情
が
優
れ
な
い
と
子

ど
も
の
機
嫌
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

 
無
財
の
七
布
施
の
中
に
和
願
施
（
わ
が
ん
せ
）
が
あ

る
よ
う
に
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
よ
う
な
愛
嬌
の
あ
る
笑

顔
で
子

ど
も

は
勿

論
、

人
と

接
し

た
い

も
の

で
す

ね
。
 

        

般
若

心
経

般
若

心
経

般
若

心
経

般
若

心
経

のの のの
教教 教教

え
と

え
と

え
と

え
と

功
徳

功
徳

功
徳

功
徳

    
そ

の
そ

の
そ

の
そ

の
一一 一一

    

「
般

若
心

経
」

と
い

え
ば

、
皆

さ
ま

方
に

と
っ

て
も

勤
行

、
法

事
、

お
遍

路
、

写
経

等
で

よ
く

耳
に

さ
れ

、

馴
染

み
深

い
と

思
い

ま
す

。
 

し
か

し
、

わ
ず

か
二

百
六

十
二

文
字

と
い

う
短

い
お

経
で

、
そ

ら
ん

じ
て

お
唱

え
で

き
る

方
も

多
い

一
方

、

ど
ん

な
教

え
が

説
か

れ
て

い
る

か
、

そ
の

内
容

ま
で

は

難
し

く
て

分
か

ら
な

い
方

が
殆

ど
で

し
ょ

う
。

 

 
一

言
で

い
え

ば
、

お
経

自
体

が
智

慧
で

得
ら

れ
る

『
空

』
思

想
の

理
屈

も
越

え
て

、
直

接
悟

り
の

世
界

へ

飛
び

込
む

真
言

(呪
文

)で
す

。
 

 
私

た
ち

は
人

生
と

い
う

重
い

荷
物

を
背

負
い

毎
日

を
生

き
て

い
ま

す
。

家
族

、
地

域
、

会
社

等
様

々
な

社

会
の

中
で

悩
み

、
苦

し
み

も
そ

れ
ぞ

れ
違

い
ま

す
。

全

部
捨

て
て

逃
げ

出
し

た
い

と
、

そ
う

す
れ

ば
気

が
楽

に

な
る

だ
ろ

う
と

思
っ

た
こ

と
が

な
い

人
は

い
な

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

 

 
般

若
心

経
は

そ
の

荷
物

の
正

体
を

明
ら

か
に

し
て

く
れ

る
だ

け
で

な
く

、
暗

く
沈

ん
だ

心
を

明
る

く
照

ら

し
、

生
き

る
活

力
を

生
み

出
し

て
く

れ
る

教
え

を
沢

山

具
え

て
い

ま
す

。
 

 
少

し
ず

つ
そ

の
内

容
を

読
み

解
き

な
が

ら
紹

介
し

て
い

き
ま

す
。

 

 『『 『『
仏
説

仏
説

仏
説

仏
説
』』 』』
…… ……
仏仏 仏仏
(( (( おお おお

釈
迦

釈
迦

釈
迦

釈
迦
さ
ま

さ
ま

さ
ま

さ
ま
)) )) がが がが

説説 説説
い
た

い
た

い
た

い
た

    

 
基

本
的

に
ど

ん
な

お
経

も
お

釈
迦

さ
ま

が
説

い
た

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
そ

の
深

い
意

味

を
と

ら
え

、
お

釈
迦

さ
ま

「
個

人
」

の
教

え
と

解
釈

す

る
の

で
は

な
く

、
宇

宙
、

自
然

す
べ

て
に

含
ま

れ
る

絶

対
的

な
悟

り
を

現
す

仏
(大

日
如

来
)と

し
て

と
ら

え
た

の
が

真
言

宗
を

開
か

れ
た

お
大

師
さ

ま
で

す
。

 

 
あ

り
の

ま
ま

の
自

然
の

中
に

身
を

置
い

て
行

じ
る

こ
と

で
、

お
釈

迦
さ

ま
も

悟
り

を
得

る
こ

と
が

で
き

た

の
で

す
。

 

写
経

会
写

経
会

写
経

会
写

経
会

    
毎

月
二

回
毎

月
二

回
毎

月
二

回
毎

月
二

回
 

当
山

で
は
毎

月
第
四

日
曜

日
の
午
前

八
時

か
ら

と

そ
の
前

の
木
曜

日
の
午
前
九

時
半

か
ら

大
悲
殿

に
於

い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

内
容
は
、
読
経

読
経

読
経

読
経
・・ ・・
法
話

法
話

法
話

法
話
・・ ・・
写
経

写
経

写
経

写
経
（（ （（
般
若
心
経

般
若
心
経

般
若
心
経

般
若
心
経
）） ）） ・・ ・・

祈
願

祈
願

祈
願

祈
願

で
、
所
要
時
間
は
約
一
時
間
半
で
す
。
正
座
が
苦
手
な

方
に
は
椅
子
席
も
ご
用
意
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

写
経
に
興
味
の
あ
る
方
は
先
ず
、
お
寺
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
写
経
奉
納
料
 
一
巻
 
壱
千
円
 

写
経

奉
納

表
彰

者
（

敬
称

略
）

 

三三
百百

巻巻
達達

成成
  

中
村

佶
子

（
三

〇
九

巻
）

  

  
  

〃〃
  

  
  

堀
口

次
女

（
三

〇
〇

巻
）

  

一一
百百

巻巻
達達

成成
  

澁
谷

瑞
恵

（
一

〇
〇

巻
）

 

右
、

平
成

二
十

四
年

十
一

月
末

ま
で

 

※
百

巻
毎

に
記

念
品

を
贈

呈
し

て
い

ま
す

。
 

写
経

絵
の

日
程

(
一

月
～

七
月

)
 

一
月

二
十

四
日

(
木

)
 

午
前

九
時

半
 

 
 

 
二

十
七

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

二
月

二
十

一
日

(
木

)
 

午
前

九
時

半
 

 
 

 
二

十
四

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

三
月

二
十

一
日

(
木

)
 

午
前

九
時

半
 

 
 

 
二

十
四

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

四
月

二
十

五
日

(
木

)
 

午
前

九
時

半
 

 
 

 
二

十
八

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

五
月

二
十

三
日

(
木

)
 

午
前

九
時

半
 

 
 

 
二

十
六

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

六
月

二
十

日
(
木

)
 

 
午

前
九

時
半

 

 
 

 
二

十
三

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

七
月

二
十

五
日

(
木

)
 

午
前

九
時

半
 

 
 

 
二

十
八

日
(
日

)
 

午
前

八
時

 

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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観
音

会
観

音
会

観
音

会
観

音
会

    
毎

月
十

八
日

毎
月

十
八

日
毎

月
十

八
日

毎
月

十
八

日
    

朝
八

時
朝

八
時

朝
八

時
朝

八
時
    

 
本
尊
聖
観
世
音
菩
薩
さ
ま
の
ご
縁
日
に
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。
世
の
中
の
音
を
観
じ
と
る
菩
薩
で
、
音
と

は
人
々
の
心
の
声
の
こ
と
で
す
。
 

苦
し
む
大
勢
の
人
を
自
分
よ
り
先
に
安
ら
か
な
心

の
境
地
に
渡
す
こ
と
を
願
い
と
し
、
般
若
心
経
の
中
に

も
登
場
す
る
親
し
み
や
す
い
仏
さ
ま
で
す
。
 

 
朝
の
ひ
と
時
、
自
然
あ
ふ
れ
る
お
寺
に
足
を
運
ん
で

そ
の
静
寂
を
肌
身
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

 
皆
さ
ん
と
お
勤
め
の
後
は
、
観
音
さ
ま
へ
日
頃
の
感

謝
を
込
め
て
の
下
座
行
と
し
て
境
内
の
掃
除
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

 
た
く
さ
ん
の
方
に
お
参
り
い
た
だ
き
安
ら
い
で
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
併
せ
の
上
、
ご

参
拝
く
だ
さ
い
ま
せ
。
 

※
八
月
は
前
日
の
施
餓
鬼
会
に
て
お
勤
め
し
ま
す
。
 

身
近

な
神

仏
（

そ
の

２
）

 

仁
王

・
二

王
（

に
お

う
）

 

 
仏

法
、

諸
尊
及

び
そ

の
聖
域

（
仏

さ
ま

を
安

置
す

る
空

間
で

あ
る

寺

院
）

を
守
護

す
る
為

に

阿
吽

一
対

で
表
わ

さ
れ

、

主
に

そ
の
入

り
口

に
当

た
る

山
門

に
祀

ら
れ

て

い
ま
す
。
当
山
の
山
門
に

も
板
彫

り
の

仁
王

さ
ま

（
小
西
愛
子
様
贈
）
を
懸

け
て
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
大
き
な
体
で
山
を
ひ
と
ま
た
ぎ
出
来
る
と
い

う
故
事
か
ら
、
健
脚
の
ご
利
益
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
傍
ら
に
大
き
な
草
履
が
奉
納
さ
れ
て
い
る

光
景
を
よ
く
目
に
す
る
の
は
こ
の
こ
と
か
ら
で
す
。
 

心心 心心
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
贈贈 贈贈

りり りり
物物 物物

    
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｔ
ⅢⅢ ⅢⅢ
    

今
回

は
、
「「 「「
置置 置置
か
れ
た

か
れ
た

か
れ
た

か
れ
た
場
所

場
所

場
所

場
所
でで でで
咲咲 咲咲
き
な
さ
い

き
な
さ
い

き
な
さ
い

き
な
さ
い
」」 」」

と
い

う
本

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

 

 
著

者
で

あ
る

渡
辺

和
子

さ
ん

は
九

歳
の

時
に

二
・

二
六

事
件

で
父

親
を

亡
く

さ
れ

ま
し

た
。

 

そ
の

後
修

道
者

と
な

り
、

三
十

代
半

ば
で

岡
山

市
の

ノ
ー

ト
ル

ダ
ム

清
心

女
子

大
学

の
学

長
に

な
ら

れ
、

現
在

は
ノ

ー
ト

ル
ダ

ム
清

心
学

園
の

理
事

長
を

さ
れ

て
い

ま
す

。
今

日
ま

で
多

く
の

苦
難

に
直

面
し

て
こ

ら
れ

た
渡

辺
さ

ん
で

す
が

、

苦
難

を
乗

り
越

え
る

度
に

「
自

分
を

な
だ

め
、

落
ち

着
か

せ
、

少
し

だ
け

で
も

心
を

穏
や

か
に

す
る

術
」
を

習

っ
た

と
お

っ

し
ゃ

ら
れ

て

い
ま

す
。
こ

こ

で
は

そ
の

一

部
分

を
ご

紹

介
し

ま
す

。
 

「「 「「
人
生

人
生

人
生

人
生
に
ポ
ッ
カ
リ

に
ポ
ッ
カ
リ

に
ポ
ッ
カ
リ

に
ポ
ッ
カ
リ
開開 開開
い
た

い
た

い
た

い
た
穴穴 穴穴
か
ら
こ
れ
ま
で

か
ら
こ
れ
ま
で

か
ら
こ
れ
ま
で

か
ら
こ
れ
ま
で
    

見見 見見
え
な
か
っ
た
も
の
が

え
な
か
っ
た
も
の
が

え
な
か
っ
た
も
の
が

え
な
か
っ
た
も
の
が
見見 見見
え
て
く
る

え
て
く
る

え
て
く
る

え
て
く
る
」」 」」
    

 
私

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

や
心

の
中

に
は

、

思
い

が
け

な
い

穴
が

ポ
ッ

カ
リ

開
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

は
病

気
で

あ
っ

た
り

、
大

切
な

人
の

死
で

あ
っ

た
り

、
他

人
と

の
も

め
ご

と
な

ど
、

穴
の

大
小

、
深

さ
、

浅
さ

も
様

々
で

す
。

そ
の

穴
を

埋
め

る
こ

と
も

大
切

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
穴

が
開

く
ま

で
見

え
な

か
っ

た
も

の
を

穴
か

ら
見

る
と

い
う

こ
と

も
生

き
方

と
し

て
大

切
な

の
で

す
。

 

 
渡

辺
さ

ん
の

人
生

に
お

い
て

も
数

え
切

れ
な

い
ほ

ど
多

く
の

穴
が

開
き

、
穴

だ
ら

け
の

人
生

と
言

っ
て

も
過

言
で

は
な

い
そ

う
で

す
が

、
そ

れ
で

も
今

日
ま

で
何

と
か

生
き

る
こ

と
が

で
き

た
の

は
、

多
く

の
方

々
と

の
出

会
い

、
い

た
だ

い
た

信
仰

の
お

か
げ

だ
と

思
っ

て
お

ら
れ

る
そ

う
で

す
。

 

渡
辺

さ
ん

は
五

十
歳

の
頃

、
「

う
つ

病
」
を

患

わ
れ

ま
し

た
。

長
年

、
修

道
生

活
を

送
っ

て
き

た
自

分
が

「
う

つ
病

」
と

な
っ

た
こ

と
で

、
自

信
を

失
い

、
死

ぬ
こ

と
ま

で
考

え
ら

れ
ま

し
た

。

そ
の

時
に

、
お

医
者

様
か

ら
「

こ
の

病
気

は
信

仰
と

は
無

関
係

で
す

」
と

慰
め

ら
れ

た
こ

と
で

、

「
う

つ
病

」
を

人
生

の
穴

と
し

て
受

け
止

め
、

そ
こ

か
ら

多
く

の
こ

と
に

気
付

か
れ

た
そ

う
で

す
。

そ
れ

は
他

人
の

優
し

さ
、

自
分

の
傲

慢
さ

で
し

た
。

そ
の

後
の

渡
辺

さ
ん

は
以

前
よ

り
優

し
く

な
ら

れ
ま

し
た

。
な

ぜ
な

ら
、

他
人

の
弱

さ
が

分
か

る
よ

う
に

な
ら

れ
た

か
ら

で
す

。
 

 

そ
し

て
、

同
じ

病
に

苦
し

む
学

生
た

ち
、

卒

業
生

た
ち

に
「

穴
か

ら
見

え
て

く
る

も
の

が
あ

る
の

よ
」

と
言

え
る

よ
う

に
な

っ
た

と
お

っ
し

ゃ
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 
私

た
ち

は
困

難
に

直
面

す
る

と
、「

ど
う

し
て

自
分

だ
け

が
苦

し
い

目
に

遭
う

の
か

」
と

思
う

で
し

ょ
う

。
そ

う
思

っ
て

当
然

だ
と

思
い

ま
す

が
、

そ
ん

な
時

に
少

し
立

ち
止

ま
っ

て
「

不
幸

な
出

来
事

や
失

敗
か

ら
、

本
当

に
大

切
な

こ
と

に
気

付
く

こ
と

が
あ

る
」「

こ
の

穴
は

何
を

自
分

に
与

え
、

教
え

て
く

れ
る

の
か

」
と

い
う

こ
と

を
考

え
て

み
る

こ
と

が
、

困
難

を
乗

り
越

え
て

い
く

こ
と

に
繋

が
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

弘
法

大
師

の
教

え
に

も
 

『『 『『
如
実
知
自
心

如
実
知
自
心

如
実
知
自
心

如
実
知
自
心
(
に

ょ
じ

つ
ち

じ
し

ん
)
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
…… ……
実実 実実
のの のの
如如 如如
くく くく
自
心

自
心

自
心

自
心
をを をを
知知 知知
るる るる
』』 』』
    

と
あ

る
よ

う
に

、
渡

辺
さ

ん
の

こ
う

し
た

体
験

に
基

づ
い

た
お

話
し

の
中

に
は

、
宗

教
は

違
っ

て
も

相
通

ず
る

面
も

あ
り

、
自

分
を

見
つ

め
直

す
き

っ
か

け
と

な
る

内
容

だ
と

思
い

ま
す

よ
。

 

平
成

二
十

五
年

度
年

忌
表

 

一
周

忌
 

 
 

平
成

二
十

四
年

亡
 

三
回

忌
 

 
 

平
成

二
十

三
年

亡
 

七
回

忌
 

 
 

平
成

十
 

九
年

亡
 

十
三

回
忌

 
 

 
平

成
十

 
三

年
亡

 

二
十

三
回

忌
 

 
 

平
成

 
三

 
年

亡
 

二
十

五
回

忌
 

 
 

昭
和

六
十

四
年

亡
 

三
十

三
回

忌
 

 
 

昭
和

五
十

六
年

亡
 

三
十

七
回

忌
 

 
 

昭
和

五
十

二
年

亡
 

五
十

回
忌

 
 

 
昭

和
三

十
九

年
亡

 

七
十

回
忌

 
 

 
昭

和
十

 
九

年
亡

 

百
回

忌
 

 
 

大
正

 
三

 
年

亡
 

 
右
表
を
ご
参
照
の
上
、
年
忌
法
事
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
土
日
、
祝
日
ご
希
望
の
方
は
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
他
、
準
備
物
等
ご
不
明
な
点
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

巳
年

生
ま

れ
の

守
り

本
尊

 

普
賢

菩
薩

 
喝

似
嵯

左
毟

お

ん

さ

ん

ま

や

さ

と

ば

ん

 

 
辰
年
生
ま
れ
の
守
り
本
尊
と

同
じ
で
智
慧
の
仏
と

し
て
知
ら
れ
、
尊
名
を
普
賢
延
命
菩
薩
と

も
い
い
、

蛇
が
古
い
皮
を
破
っ
て
脱
皮
し
、
計
り
知
れ
な

い
生

命
力
で
再
生
を
続
け
る
よ

う
に
、
延
命
、
長
寿
の
ご

利
益
が
あ

る
。
ま
た
、
巳
年
は
終
結
と

再
生
の
分
岐

点
で
と

言
わ
れ
る
。
巳
の
刻
は
一
日
の
半
ば
に
さ
し

か
か
る
時
間
（
現
在
の
午
前
十
時
頃
）で

あ
る
こ
と

か
ら
、
物
事
の
盛
り
の
頃
を
意
味
す
る
。
良
き

に
つ

け
、
悪
し
き

に
つ
け
物
事
や

時
代
が
ひ
と

つ
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
終
わ
り
を
告
げ
、
新
た
な

始
ま
り
と

な

る
気
を
抜
け
な

い
年
で
あ

る
。
 

◎
毎

月
の

観
音

会
で

生
花

の
お

供
え

や
お

勤
め

後
の

下
座

行
(奉

仕
作

業
)を

く
だ

さ
る

お
方

々
、

い
つ

も
有

難
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 


